
　今回は，編集委員会の様子を少し紹介してみたいと思います．これは，本特集のテーマ
とも関連する編集委員としてのクリニカルリーズニングの一端を示すことになるのかも知
れないと考えたからです．
　本誌は現在 46 巻を数えていますが，当初は「理学療法と作業療法ジャーナル」として
発刊されていたものです．23 巻から「理学療法ジャーナル」となり，今日に至っていま
す．編集委員は，38 巻から理学療法士のみとなりましたが，編集顧問と編集同人には関連
職種の先生がいらっしゃり，貴重な助言や指導をいただいています．
　年間の企画会議で向こう 1 年間の企画を選択します．臨床の視点に重きをおいています
が，教育や国際動向についても広く取り上げるように様々な企画が提案されます．編集委
員は，個人の関心や好みを超えて読者のニーズを尊重した行動を優先しますが，自分自身
が読んでみたいタイトルや執筆者を選択することが一つの判断材料ともなります．ここで
難しいのは，読んでみたいテーマは山ほどあるけれど，それに見合うご執筆をいただける
適任者をマッチングすることは必ずしも容易でない場合が少なくないことです．今年の国
家試験合格者数を含めると，わが国には 10 万人を超える理学療法士がいることになりま
す．10 人の編集委員では情報や人脈にも限りもありますので，編集同人を始め多くの皆様
のご意見を取り入れて進めていますが，今後とも自薦・他薦を含めた積極的なご支援をい
ただければと思っております．
　本特集では，読んでみたいテーマはすぐに数多くあがりました．そのなかから，若い読
者の参考になるようなリーズニングの実際について，一定の水準を確保しながら具体的に
記述できる内容を選択する必要がありました．お陰様で 5 本の特集記事のうち 4 本につい
ては適任者にお引き受けいただき，示唆に富む内容が実現しました．理学療法士の科学的
であり，分析的あるいは直感的なリーズニングが視覚化され，病期や装具との関係につい
ても踏み込んだ臨床での思いをお伝えくださいました．さらなる希望は，脳卒中を有する
対象者の社会参加にかかわる具体的なリーズニングについてご提案いただくことでした．
これは一事例体験ということではなく，医療における共通の目標である健康寿命の延伸に
資する予防と参加について，脳卒中理学療法の文脈でどのようなリーズニングを展開して
いくのかを明らかにしていくことを期待しておりました．この点は脳梗塞の軽症化と再発
率の高さという現状から理学療法が果たすべき重要な役割と位置づけています．
　2025 年までには人口構成の変化に伴う理学療法のニーズは確実に変化していきます．成
熟には一定の期間と経験が必要です．編集委員会の役割の一つとして，臨床や教育の現場
で働かれている読者の皆様に，将来に夢と希望が感じられるような具体的な視点を提供で
きればと思っています．このことは中堅者の中だるみが起こりやすい専門職におけるキャ
リアデザインの一助にもなると考えています．近い将来，5 本目の記事に書かせていただ
いた内容が精緻化され，臨床でご活躍の理学療法士が具体的にご執筆いただけることを期
待しています．
　2012 年も半分近くが過ぎようとしています．巷では秋入学の話題が提起され，年度の区
切りも変更されていくのかも知れません．私たちに平等に与えられた今という時間を大切
にしながら先を見越した議論をしたいものです． （内山　靖）
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